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1．本論文の要旨 
従来の高校移行研究（中学校から高校への移行）は、移行に伴うストレスが引き起こすネガティ
ブな発達的影響を主に検討し、移行を経験した生徒が示す発達多様性については取り上げられてこ
なかった。そのため、高校移行を契機にして、成長を遂げる生徒や安定的な発達を示す生徒の特徴
を実証的に明らかにすることが課題となっていた。 
本論文は、上記のような課題を明らかにするために、高校移行によって生じる発達多様性を実証
的に検討して、その様相を記述するともに、発達多様性が発生するメカニズムを検討しようとした
ものである。 
具体的な研究課題として、①高校移行によって生じるポジティブな発達の特徴を精緻化するとと
もに、複数の発達パターンを特定化する、②環境的要因としての学校体系の違いが発達多様性に及
ぼす影響を検討するとともに、生徒の環境感受性と環境変化との間の相互作用を明らかにする、と
いう 2つが設定された。 
以上のような問題意識と研究の構想（序章、第 1～3章）にもとづいて、高校移行による発達多様
性を検討するために、約 3,700 名の中学生・高校生対象にして、2016 年～2018 年にかけて 3つの縦
断調査（2つのインターネット調査と 1つの学校通しの調査）が計画された（第 4 章）。第 5～8 章
では、縦断調査で得られた実証的知見が、上記の 2つの研究課題に即して論じられた。 
第 5 章では、高校移行にともなって生じるポジティブな発達の概念を精緻化するために、回顧的
成長と実際の変化の 2 つを取り上げ、中学 3 年生の 3 月と高校 1 年の 5 月の 2 時点において、①高
校移行を重要な転換点と評価した生徒では、回顧的成長と実際の変化とが関連する、②回顧的成長
と実際の成長とが関連したときには、この 2 つが侵入的反すう、意図的反すう、およびソーシャル
サポートと関連する、という 2点が検討された。 
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第 6 章では、中学 3年生の 3 月から高校 1 年の 7月までの 3時点において、①5つの発達領域（他
者との関係、新たな可能性、人間としての強さ、精神性的変容、人生に対する感謝）の発達軌跡に
関して、複数の発達グループを推定する、②異なる発達グループに所属する確率が、中核信念の揺
らぎや能力としてのレジリエンスの高さによって異なるかどうか、という 2点が検討された。 
第 7 章では、都立高校 2 校と都内私立高校 3 校の高校 1 年生を対象にした 4 時点（7・10・12・2
月）の縦断調査データにもとづいて、受験進学（非中高一貫校）と内部進学（中高一貫校）という
学校体系の違いによる学校環境の変化の程度の差異が、高校移行後の生徒の発達多様性に影響を及
ぼすかどうかが検討された。 
第 8 章では、中学 3 年生の 3 月と高校 1 年生の 5 月の 2 時点において、高校移行による学校環境
の変化と精神的健康の変化との関連が、環境感受性の潜在グループごとに異なるかどうかが検討さ
れた。 
第 9 章では、実証研究の成果がまとめられ、設定された 2 つの研究課題と対応させながら本論文
の成果が論じられた後に、高校移行を通じて生じる発達多様性の理論モデルが提示された。最後に、
今後に残された課題と結論が述べられた。 
 
2．本論文の構成と概要 
本論文は、以下のような全 9章から構成されており、図 1のようにまとめられる。 
 
第Ⅰ部 文献的研究 
序章 人間発達の多様性 
第 1節 本論文における発達多様性の定義 
第 2節 発達多様性の定義に関する背景 
第 3節 青年期の定義 
第 4節 青年期の発達的特徴 
第 5節 序章のまとめ 
第 1章 高校移行の発達心理学的研究のレビュー 
第 1節 高校移行研究の歴史的変遷 
第 2節 高校移行と発達の関係 
第 3節 高校移行研究の方法論 
第 4節 本論文の見解（発達多様性という観点の必要性） 
第 5節 第 1章のまとめ 
第 2章 発達多様性をとらえる本論文の視点 
第 1節 発達多様性をとらえる二つの視点 
第 2節 発達の方向性（視点①） 
第 3節 発達多様性を生じさせる要因（視点②） 
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第 4 節 第 2章のまとめ 
第 3章 本論文の到達点 
第 1節 先行研究の限界点（従来的な高校移行と発達の関係） 
第 2節 本論文の到達点と二つの目的 
第 3節 本論文で実施する四つの実証研究 
第 4節 本論文の構造 
 
第Ⅱ部 研究方法 
第 4章 高校移行発達プロジェクト 
第 1節 プロジェクトを構成する三つの縦断調査 
第 2節 各縦断調査と実証研究の対応関係 
 
第Ⅲ部 実証的研究 
第 5章 ポジティブな発達の特徴（研究 1） 
第 1節 問題と目的 
第 2節 方法 
第 3節 結果 
第 4節 考察 
第 5節 第 5章のまとめ 
第 6章 複数の発達パターンの特定（研究 2） 
第 1節 問題と目的 
第 2節 方法 
第 3節 結果 
第 4節 考察 
第 5節 第 6章のまとめ 
第 7章 学校体系の違いによる発達への影響（研究 3）  
第 1節 問題と目的 
第 2節 方法 
第 3節 結果 
第 4節 考察 
第 5節 第 7章のまとめ 
第 8章 環境感受性と環境変化の相互作用（研究 4）  
第 1節 問題と目的 
第 2節 方法 
第 3節 結果 
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第 4 節 考察 
第 5節 第 8章のまとめ 
 
第Ⅳ部 総合考察 
第 9章 総合考察 
第 1節 本論文の目的と各章の要約 
第 2節 高校移行を通じて生じる発達多様性の理論モデル 
第 3節 残された課題 
第 4節 本論文の結論 
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図 1 本論文の構成 
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て生物－心理－社会的側面に生じる、機能および構造に関する複雑性の増大の個人差」と定義した。
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象である。発達多様性の定義の根拠として、次の 3 つが挙げられた。第 1 は、発達が受精から死ま
でのライフスパンにわたる変化であることである。第 2 は、遺伝子や環境の相互作用によって構造
や組織に複雑性が生じることである。第 3 は、発達が多様であることは、種の適応にとって進化的
な利点をもつことである。 
第 1 章では、本論文で取り上げるもう 1 つの中心的な概念である高校移行の研究がレビューされ
た。高校移行研究の発端は、1980 年代のアメリカにおける学校移行後の学力低下や退学率増加の問
題が背景にあった。1980 年代から 2010 年代にかけて、高校移行によって不適応的な心理－社会的
発達が生じやすいことが報告された。こうした知見の蓄積により、高校移行と発達との間のネガテ
ィブな関係性が注目された。他方で、高校移行後に成長を遂げる生徒や安定的な発達を遂げる生徒
が存在することへ着目することによって、高校移行研究における発達多様性の視点の重要性が論じ
られた。 
第 2 章では、高校移行後に生じる発達多様性をとらえるための 2 つの視点が論じられた。第 1 の
視点は、発達の方向性のとらえ方である。ストレス経験後の発達に関する諸理論にもとづいて、高
校移行後の発達の 3つの方向性が説明された。ネガティブな方向（脆弱性）、安定した方向（抵抗）、
ポジティブな方向（成長）である。第 2 の視点は、発達多様性が生じる要因である。複数の発達理
論にもとづき、移行後の発達多様性が、個人要因と環境要因との相互作用から説明された。個人要
因として、環境刺激に対する感受性（環境感受性）、環境要因として、学校移行の質的変化および
量的変化が考えられた。 
第 3 章では、本論文の目的と論文の構成が示された。本論文の目的 1 は、高校移行によって生じ
る発達多様性を実証的に記述することであった（第 5 章と第 6 章）。目的 2 は、発達多様性の生起
メカニズムを明らかにすることであった（第 7章と第 8章）。 
第 4 章では、本論文の目的を検討するための全体的な方法や手続きが示された。本論文では、約
3,700 人の中学生・高校生を対象に、3つの縦断調査（A、 B、C）が実施された。縦断調査の全体は、
「高校移行発達プロジェクト」と命名された。縦断調査 A（インターネット調査）には、310 名の中
学生・高校生が参加し、高校移行前後の 2 時点（3 月と 5 月）で調査が実施された。縦断調査 B に
は、都立高校 2 校と都内私立高校 3 校から約 3,000 名の高校 1～3 年生が参加し、4 時点（7・10・
12・2 月）で調査が実施された。縦断調査 C（インターネット調査）には、412 名の中学生・高校生
が参加し、高校移行前後の 2時点（3月と 5月）で実施された。 
第 5 章では、発達多様性を検討するために、高校移行後に生じるポジティブな発達の特徴を明ら
かにした。5 つの発達領域（他者との関係、将来展望、人間としての強さ、精神性、毎日を大切に
思う気持ち）について、①高校移行の経験を振り返り自身の成長を評価する「回顧的成長」、②高
校移行前後での実際の変化を評価する 「実際の成長」の 2つの成長を検討した。これらの 2つの側
面の成長間の関連を検討した結果、高校移行を人生の重要な転換点であると評価した生徒において、
成長の 2 側面が正の相関を示した。また、高校移行前後で成長が大きかった生徒ほど、移行直後に
ソーシャルサポートの知覚が大きく、侵入的反すうと意図的反すうも多いことが明らかになった。 
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第 6 章では、発達多様性を検討するため、高校移行後に生じる複数の発達パターンを特定した。
第 5 章と同様に 5 つの発達領域（他者との関係、将来展望、人間としての強さ、精神性、毎日を大
切に思う気持ち）を取り上げた。集団軌跡モデルを用いた分析の結果、以下の 3 つの軌跡の形状が
特定された。①移行前後を通じて安定を示す発達グループ、②移行直後に低下を示す発達グループ、
③移行直後に一時的な成長を示す発達グループ。また、相対的に高い機能レベルの発達グループに
所属する生徒は、高校移行直後に中核信念が揺らぎ、能力としてのレジリエンスが高い傾向が全体
的にみられた。これらの結果から、従来の研究が示すようなネガティブな発達を遂げる生徒はあく
まで一部であり、実際にはより多様な発達を遂げている生徒がいることが示された。 
第 7 章では、発達多様性のメカニズムを明らかにするために、学校体系（内部進学、受験進学）
が発達多様性に及ぼす影響を検討した。発達多様性として、出来事中心性（高校移行が人生の転換
点やアイデンティティの中核になる程度）と精神的健康の発達が取り上げられた。内部進学か受験
進学かの差異は、1 学年から 3 学年すべてにおいて、出来事中心性と精神的健康の発達多様性を説
明しなかった。すなわち、環境要因だけでは、発達多様性のメカニズムを十分に説明できないこと
が示唆された。また、1 学年における出来事中心性と精神的健康は 7 月時点（調査 1 時点目）で明
瞭な個人差があること、また出来事中心性と精神的健康は、一方が高まれば一方も高まる関係にあ
ることが明らかになった。 
第 8 章では、発達多様性のメカニズムを明らかにするため、環境感受性と学校環境の変化の相互
作用の役割を明らかにした。発達的多様性として、精神的健康の発達を取り上げ、次の 3 つが明ら
かになった。第 1 は、環境感受性を測定する尺度の因子構造は、易興奮性、低感覚闘、美的感受性
だった。これは、アメリカ人青年を対象としたオリジナルの尺度と一致していた。第 2 は、環境感
受性には先行研究と同様の 3 つの潜在プロファイルが存在していた。それらは低感受性群、中感受
性群、高感受性群という特徴を有していた。第 3 は、高感受性群は、学校環境の変化をポジティブ
に知覚している場合に、平均的には高校移行前後の精神的健康の改善度が高かった。対照的に、低
感受性群には、学校環境の変化による精神的健康への効果はみられなかった。 
第 9 章では、高校移行にともなって生じる発達多様性をとらえるための新たな理論モデルを提示
した。個人的要因（環境感受性）と環境要因（学校環境の適合性）との相互作用によって、発達多
様性（望ましい方向、安定した方向、不適応な方向）が引き起こされるという理論モデルの妥当性
が、本論文で得られた実証的な知見によって確認された。最後に、今後に残された課題が考察され
た。 
 
3．本論文の評価 
本論文は、高校移行によって生じる発達多様性を検討したものである。本論文は、先行研究の綿
密な検討にもとづいて、3 つの縦断調査をおこない、高校移行にともなう生徒の発達多様性の特徴
を実証的に明らかにし、学校移行の研究分野に新しい知見をもたらしたという点で、高く評価でき
る。本論文の独自性をまとめると、以下の 3点に集約される。 
  
－8－ 
  
（1）本論文では、高校移行がネガティブな発達を引き起こすと考えられてきた従来の高校移行研
究の知見とは異なり、高校移行後にポジティブな発達を示す生徒や高校移行後も安定した発達を示
す生徒が存在することを実証的に明らかにした。このように、高校移行にともなう発達多様性を示
すことができたのは、高校移行前後の縦断調査を丹念に計画し、それを着実に実行したことによる。
本論文は、高校移行研究に新しい知見を付け加えたとともに、優れた研究遂行能力を示すものであ
る。 
（2）本論文では、縦断調査データを分析する際に、最新の統計分析手法を駆使し、得られた結果
から個人間の発達多様性を描き出している。従来の発達研究の多くが、平均的な発達を示すことを
主としていたのに対して、本論文では、発達のばらつきに着目し、発達軌跡モデルや潜在プロファ
イル分析などの統計手法を用いて、発達多様性を示す異なる発達グループを抽出した。本論文は、
新しい統計分析手法によって、発達多様性の特徴を明らかにしたとともに、発達研究者としての高
い研究力量を示すものである。 
（3）本論文では、高校移行という学校環境が大きく変化する可能性のある時点に焦点を当て、移
行にともなう生徒の発達多様性を明らかにしている。中高一貫校や小中一貫校が増加している今日、
学校教育と児童生徒の発達との関連を検討することは、極めて重要な課題である。本論文は、発達
心理学と学校教育とを結ぶ研究として重要な意味をもつとともに、発達研究者としての問題関心の
幅広さを示すものである。 
 
以上のように、本論文は高校移行に関する心理学的研究として高く評価できる一方で、次のよう
な問題点も含まれている。 
（1）本論文では、高校移行前の調査を、中学 3 年生の 3 月に実施しているため、高校移行の過程
のとらえ方が限定されている。今後は、調査時期をもっと広く設定し、高校移行によって生じる発
達多様性を解明していくことが望まれる。 
（2）本論文では、取り上げている心理的変数が限られている。生徒の学力水準や学校環境の客観
的指標などの要因も調査に組み入れて、得られた知見の一般性や信頼性・妥当性を高めていくこと
が求められる。 
（3）本論文では、発達多様性のグループを統計的手法によって抽出したが、そうした異なるグル
ープの特徴について、生徒の生の声と照合していくことで、発達多様性のリアリティを高めていく
ことが望まれる。 
 
ただし、上記の諸問題は、今後の研究によって明らかにされていくことが十分に期待される事柄
であり、本論文の独創性や学問的価値を損なうものではない。 
 
以上を総合して、本審査委員会は、本論文を博士（心理学）の学位を授与するに値するものと認
定する。 
